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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈

―
「
後
出
師
表
」
の
脱
落
句
の
可
能
性
に
着
目
し
て
―

太
田

亨

は
じ
め
に

「
後
出
師
表
」
は
、
諸
葛
亮
の
代
表
作
品
の
一
篇
と
し
て
『
古
文
真
宝
後
集
』
巻
八
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
建
興
六
年
（
二
二
八
）
、
魏
軍
が
呉
と
戦
っ
て
敗
れ
、
魏
の
兵
が
東
に
下

り
、
関
中
が
手
薄
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
見
た
諸
葛
亮
は
魏
を
討
つ
好
機
と
と
ら
え
、
前

年
に
引
き
続
き
意
見
書
を
た
て
ま
つ
っ
た
。
前
年
の
も
の
を
「
前
出
師
表
」
と
言
い
、
当
年

の
も
の
を
「
後
出
師
表
」
と
言
う
。

い
ま
「
後
出
師
表
」
を
便
宜
上
三
段
落
に
分
け
て
全
文
を
紹
介
す
る
。
第
二
段
落
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
小
区
分
し
、
私
に
番
号
（
①
～
⑥
）
を
付
し
た
。

【
第
一
段
落
】

先
帝
慮
漢
・
賊
不
両
立
、
王
業
不
偏
安
。
故
託
臣
以
討
賊
也
。
以
先
帝
之
明
、
量
臣
之

才
。
故
知
臣
伐
賊
、
才
弱
敵
彊
也
。
然
不
伐
賊
、
王
業
亦
亡
。
惟
坐
而
待
亡
、
孰
与
伐

之
。
是
故
託
臣
而
弗
疑
也
。
臣
受
命
之
日
、
寝
不
安
席
、
食
不
甘
味
。
思
惟
北
征
、
宜

先
入
南
。
故
五
月
渡
濾
、
深
入
不
毛
、
并
日
而
食
。
臣
非
不
自
惜
也
。
顧
王
業
不
可
得

偏
安
於
蜀
都
。
故
冒
危
難
、
以
奉
先
帝
之
遺
意
。
而
議
者
謂
為
非
計
。

先
帝
は
漢
・
賊
の
両
立
せ
ず
、
王
業
の
偏
へ
に
安
ん
ぜ
ざ
る
を
慮
る
。
故
に
臣
に
託
す

ひ
と

る
に
討
賊
を
以
て
せ
り
。
先
帝
の
明
を
以
て
、
臣
の
才
を
量
る
。
故
に
臣
の
賊
を
伐
つ
に
、

才
弱
く
敵
の
彊
き
こ
と
を
知
れ
り
。
然
れ
ど
も
賊
を
伐
た
ざ
れ
ば
、
王
業
も
亦
た
亡
ぶ
。

惟
だ
坐
し
て
亡
ぶ
る
を
待
た
ん
よ
り
は
、
之
を
伐
た
ん
に
孰
与
ぞ
。
是
の
故
に
臣
に
託
し

い

づ

れ

て
疑
は
ざ
り
し
な
り
。
臣
は
命
を
受
け
し
日
よ
り
、
寝
ぬ
る
に
席
を
安
ん
ぜ
ず
、
食
す
る

も
味
を
甘
し
と
せ
ず
。
北
征
を
思
惟
す
る
に
、
宜
し
く
先
づ
南
に
入
る
べ
し
。
故
に
五
月

う
ま

濾
を
渡
り
、
深
く
不
毛
に
入
り
、
日
を
并
せ
て
食
ふ
。
臣
は
自
ら
惜
し
ま
ざ
る
に
非
ざ
る

な
り
。
王
業
の
蜀
都
に
偏
安
す
る
を
得
べ
か
ら
ざ
る
を
顧
ふ
。
故
に
危
難
を
冒
し
て
、

お
も

以
て
先
帝
の
遺
志
を
奉
ず
。
而
れ
ど
も
議
す
る
者
謂
ひ
て
計
に
非
ず
と
為
す
。

第
一
段
落
で
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
、
現
在
の
状
況
を
述
べ
る
。
先
帝
・
劉
備
が

漢
の
復
興
を
願
う
も
、
賊
の
魏
と
並
び
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
憂
え
た
ま
ま
亡
く
な

り
、
そ
の
後
事
を
自
分
に
託
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
家
臣
と
し
て
力
量
不
足
で
は
あ
る
が
、

討
伐
を
し
な
い
こ
と
に
は
王
業
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
苦
心
惨
憺
し
て
、
ま

ず
は
南
方
の
国
を
平
定
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
そ
し
て
、
蜀
の
成
都
の
片
田
舎
に
あ
っ
て

天
下
統
一
を
遂
げ
る
の
は
難
し
く
、
今
こ
そ
先
手
を
打
っ
て
魏
を
攻
め
る
必
要
が
あ
る
の
に
、

自
分
の
考
え
に
「
計
に
非
ず
」
と
異
論
を
唱
え
る
輩
が
い
る
こ
と
を
訴
え
る
。

【
第
二
段
落
】

今
賊
適
疲
於
西
、
又
務
於
東
。
兵
法
乗
労
。
此
進
趨
之
時
也
。
謹
陳
其
事
如
左
。

①
高
帝
明
並
日
月
、
謀
臣
淵
深
。
然
渉
険
被
創
、
危
然
後
安
。
今
陛
下
未
及
高
帝
。
謀

臣
不
如
良
・
平
、
而
欲
以
長
策
取
勝
、
坐
定
天
下
。
此
臣
之
未
解
一
也
。

②
劉
繇
・
王
朗
各
據
州
郡
、
論
安
言
計
、
動
引
聖
人
。
群
疑
満
腹
、
衆
難
塞
胸
。
今
歳

不
戦
、
明
年
不
征
、
使
孫
策
坐
大
、
遂
幷
江
東
。
此
臣
之
未
解
二
也
。

③
曹
操
智
計
殊
絶
於
人
。
其
用
兵
也
、
髣
髴
孫
呉
。
然
困
於
南
陽
、
険
於
烏
巣
、
危
於

祁
連
、
偪
於
黎
陽
、
幾
敗
北
山
、
殆
死
潼
関
。
然
後
偽
定
一
時
爾
。
況
臣
才
弱
、
而

欲
以
不
危
而
定
之
。
此
臣
之
未
解
三
也
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈
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④
曹
操
五
攻
昌
覇
不
下
。
四
越
巣
湖
不
成
。
任
用
李
服
、
而
李
服
図
之
。
委
任
夏
侯
、

而
夏
侯
敗
亡
。
先
帝
毎
称
操
為
能
、
猶
有
此
失
。
况
臣
駑
下
。
何
能
必
勝
。
此
臣
之

未
解
四
也
。

⑤
自
臣
至
漢
中
、
中
間
朞
年
耳
。
然
喪
趙
雲
・
陽
羣
・
馬
玉
・
閻
芝
・
丁
立
・
白
寿
・

劉
郃
・
鄧
銅
等
、
及
曲
長
・
屯
将
七
十
余
人
、
突
将
無
前
、
賨
叟
・
青
羌
、
散
騎
・

武
騎
一
千
余
人
。
此
皆
数
十
年
之
内
、
所
糾
合
、
四
方
之
精
鋭
、
非
一
州
之
所
有
。

若
復
数
年
、
則
損
三
分
之
二
也
。
当
何
以
図
敵
。
此
臣
之
未
解
五
也
。

⑥
今
民
窮
兵
疲
、
而
事
不
可
息
。
事
不
可
息
、
則
駐
与
行
、
労
費
正
等
、
而
不
及
蚤
図

之
、
欲
以
一
州
之
地
与
賊
持
久
。
此
臣
之
未
解
六
也
。

今
賊
適
た
ま
西
に
疲
れ
、
又
た
東
に
務
む
。
兵
法
に
「
労
に
乗
ず
」
と
。
此
れ
進
趨
の
時

な
り
。
謹
み
て
其
の
事
を
陳
ぶ
れ
ば
左
の
如
し
。

①
高
帝
の
明

日
月
に
並
び
、
謀
臣

淵
の
ご
と
く
深
し
。
然
れ
ど
も
険
を
渉
り
創
を
被
り
、

き
ず

危
く
し
て
然
る
後
に
安
し
。
今

陛
下

未
だ
高
帝
に
及
ば
ず
。
謀
臣

良
・
平
に
如
か

ず
、
而
も
長
策
を
以
て
勝
を
取
り
、
坐
し
て
天
下
を
定
め
ん
と
欲
す
。
此
れ
臣
の
未
だ

解
せ
ざ
る
の
一
な
り
。

②
劉
繇
・
王
朗

各
お
の
州
郡
に
據
り
、
安
ん
ぜ
ん
こ
と
を
論
じ
計
を
言
ひ
、
動
も
す
れ

よ

や
や

ば
聖
人
を
引
く
。
群
疑

腹
に
満
ち
、
衆
難

胸
に
塞
が
る
。
今
歳

戦
は
ず
、
明
年

征

ふ
さ

せ
ず
、
孫
策
を
し
て
坐
し
て
大
に
、
遂
に
江
東
を
幷
せ
し
め
ん
。
此
れ
臣
の
未
だ
解
せ

あ
は

ざ
る
の
二
な
り
。

③
曹
操
の
智
計
は
人
に
殊
絶
す
。
其
の
兵
を
用
ふ
る
や
、
孫
呉
に
髣
髴
た
り
。
然
れ
ど
も

南
陽
に
困
し
み
、
烏
巣
に
険
し
く
、
祁
連
に
危
く
、
黎
陽
に
偪
ら
れ
、
幾
ん
ど
北
山
に

せ
ま

ほ
と

敗
れ
、
殆
ん
ど
潼
関
に
死
せ
ん
と
す
。
然
る
後

一
時
を
偽
定
す
る
の
み
。
況
ん
や
臣

の
才
弱
く
し
て
、
而
も
危
ふ
か
ら
ざ
る
を
以
て
之
を
定
め
ん
と
欲
す
る
を
や
。
此
れ
臣

の
未
だ
解
せ
ざ
る
の
三
な
り
。

④
曹
操
、
五
た
び
昌
覇
を
攻
む
る
も
下
ら
ず
。
四
た
び
巣
湖
を
越
ゆ
る
も
成
ら
ず
。
李
服

を
任
用
す
れ
ど
も
、
李
服
之
を
図
る
。
夏
侯
に
委
任
す
れ
ど
も
、
夏
侯
敗
亡
す
。
先
帝

毎
に
操
を
称
し
て
能
あ
り
と
為
す
も
、
猶
ほ
此
の
失
有
り
。
况
ん
や
臣
の
駑
下
な
る
を

や
。
何
ぞ
能
く
勝
つ
こ
と
を
必
と
せ
ん
や
。
此
れ
臣
の
未
だ
解
せ
ざ
る
の
四
な
り
。

⑤
臣
の
漢
中
に
至
り
し
よ
り
、
中
間
朞
年
の
み
。
然
れ
ど
も
趙
雲
・
陽
羣
・
馬
玉
・
閻
芝

・
丁
立
・
白
寿
・
劉
郃
・
鄧
銅
等
、
及
び
曲
長
・
屯
将
七
十
余
人
、
突
将
の
無
前
た
る
、

賨
叟
・
青
羌
、
散
騎
・
武
騎
一
千
余
人
を
喪
へ
り
。
此
れ
皆
数
十
年
の
内
、
糾
合
す
る

所
の
、
四
方
の
精
鋭
に
し
て
、
一
州
の
有
す
る
所
に
非
ず
。
若
し
復
た
数
年
な
ら
ば
、

も

三
分
の
二
を
損
は
ん
。
当
に
何
を
以
て
敵
を
図
る
べ
き
や
。
此
れ
臣
の
未
だ
解
せ
ざ
る

の
五
な
り
。

⑥
今
民
は
窮
し
兵
は
疲
れ
、
而
も
事
は
息
む
べ
か
ら
ず
。
事
息
む
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

や

駐
ま
る
と
行
く
と
、
労
費
正
に
等
し
く
し
て
、
蚤
き
に
及
び
て
之
を
図
ら
ず
、
一
州
の

は
や

地
を
以
て
賊
と
持
久
せ
ん
と
欲
す
。
此
れ
臣
の
未
だ
解
せ
ざ
る
の
六
な
り
。

第
二
段
落
で
は
、
い
ま
魏
は
、
西
方
は
蜀
と
の
戦
い
で
疲
弊
し
、
東
方
は
呉
と
の
戦
い
に
敗

れ
た
た
め
に
、
そ
こ
に
兵
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
こ
そ
攻
撃
を
仕
掛
け
る
べ

き
だ
と
説
く
。
そ
の
論
拠
と
し
て
六
つ
の
理
由
を
挙
げ
る
。

①
漢
の
高
祖
・
劉
邦
は
眼
識
も
高
く
、
優
れ
た
側
近
を
従
え
、
自
ら
が
戦
場
に
立
っ
て
身

を
危
う
く
し
な
が
ら
も
天
下
を
安
ん
じ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
陛
下
・
劉
禅
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
力
量
い
ま
だ
高
祖
に
及
ば
ず
、
側
近
の
謀
臣
も
張
良
・
陳
平
に
及
ぶ
ど
こ

ろ
で
は
な
い
。
こ
の
状
況
下
で
座
っ
た
ま
ま
何
も
せ
ず
に
天
下
を
安
定
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

②
楊
州
太
守
の
劉
繇
と
会
稽
太
守
の
王
朗
は
そ
れ
ぞ
れ
の
州
郡
を
治
め
て
い
た
が
、
あ
れ

こ
れ
謀
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
結
局
何
も
手
を
下
さ
ず
、
そ
の
間
に
勢
力
を
伸
ば
し
て

き
た
孫
策
に
討
た
れ
た
。
や
が
て
孫
策
が
坐
し
た
ま
ま
大
国
を
成
し
、
江
東
を
併
せ
取

っ
て
し
ま
っ
た
の
は
理
解
で
き
な
い
。

③
曹
操
は
優
れ
た
智
略
家
で
あ
る
が
、
幾
度
と
な
く
危
険
な
目
に
遭
い
、
窮
地
を
脱
し
て

太
田

亨
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈

き
た
。
そ
の
後
に
一
時
期
天
子
の
身
分
を
偽
っ
て
安
定
し
た
だ
け
で
あ
る
。
自
分
は
凡

人
で
あ
る
の
に
、
安
全
策
を
用
い
て
天
下
を
取
ろ
う
と
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

④
曹
操
は
才
能
溢
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
家
臣
の
任
用
や
戦
い
で
度
重
な
る
失
敗
が
あ
っ

た
。
自
分
の
よ
う
な
人
間
は
な
お
さ
ら
失
敗
は
つ
き
も
の
な
の
に
、
必
勝
ば
か
り
を
期

待
さ
れ
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

⑤
漢
中
に
到
着
し
て
か
ら
一
年
あ
ま
り
の
間
に
、
多
く
の
勇
猛
な
兵
士
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ど
ん
ど
ん
兵
力
が
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
ま
だ
兵
力
が
あ
る
今
の

う
ち
に
攻
め
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い
。

⑥
い
ま
蜀
の
民
は
困
窮
し
、
兵
は
疲
弊
し
て
い
る
が
、
さ
り
と
て
魏
を
討
つ
こ
と
を
や
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
ど
ま
っ
て
守
る
の
と
攻
め
る
の
と
で
は
、
か
か
る
費
用
は
同

じ
な
の
で
、
攻
め
る
こ
と
を
せ
ず
に
守
ろ
う
と
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

【
第
三
段
落
】

夫
難
平
者
事
也
。
昔
先
帝
敗
軍
於
楚
。
当
此
時
、
曹
操
拊
手
謂
、
天
下
已
定
。
然
後
先

帝
東
連
呉
越
、
西
取
巴
蜀
、
挙
兵
北
征
。
夏
侯
授
首
。
此
操
之
失
計
、
而
漢
事
将
成
也
。

然
後
呉
更
違
盟
、
関
羽
毀
敗
。
秭
帰
蹉
跌
、
曹
丕
称
帝
。
凡
事
如
是
難
可
逆
見
。
臣
鞠

躬
尽
力
、
死
而
後
已
。
至
於
成
敗
利
鈍
、
非
臣
之
明
所
能
逆
覩
也
。

夫
れ
平
ら
げ
難
き
者
は
事
な
り
。
昔
先
帝
軍
を
楚
に
敗
ら
る
。
此
の
時
に
当
た
り
て
、
曹

操
手
を
拊
ち
て
謂
ふ
、
天
下
已
に
定
ま
れ
り
、
と
。
然
る
後
に
先
帝
東
の
か
た
呉
・
越
を

連
ね
、
西
の
か
た
巴
・
蜀
を
取
り
、
兵
を
挙
げ
て
北
征
す
。
夏
侯
首
を
授
く
。
此
れ
操
の

失
計
に
し
て
、
漢
の
事

将
に
成
ら
ん
と
す
る
な
り
。
然
る
後
に
呉
更
に
盟
に
違
ひ
、
関

ま
さ

羽
は
毀
敗
す
。秭
帰
は
蹉
跌
し
て
、
曹
丕
は
帝
を
称
す
。
凡
そ
事
は
是
の
如
く
な
れ
ば
、
逆

し

き

あ
ら
か
じ

め
見
る
べ
き
こ
と
難
し
。
臣
鞠
躬
し
て
尽
力
し
、
死
し
て
後
に
已
ま
ん
。
成
敗
利
鈍
に
至

り
て
は
、
臣
の
明
の
能
く
逆
め
覩
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

第
三
段
落
で
は
、
天
下
を
統
一
す
る
た
め
に
、
い
か
に
平
定
が
困
難
で
あ
る
か
を
述
べ
る
。

先
帝
・
劉
備
が
荊
州
に
在
っ
て
曹
操
に
大
敗
し
た
時
、
曹
操
は
天
下
を
手
中
に
収
め
た
と
思

っ
た
が
、
そ
の
後
、
先
帝
が
呉
と
連
合
し
、
巴
蜀
を
手
に
収
め
、
魏
を
攻
め
る
ま
で
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
時
が
経
つ
と
、
呉
は
蜀
を
裏
切
り
、
関
羽
は
敗
れ
、
魏
の
曹
丕
が
皇
帝
を
称
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
時
勢
に
お
け
る
勢
力
の
勃
興
と
没
落
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
成
功
や
失
敗
、
上
手
か
下
手
か
と
い
っ
た
こ
と
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ひ
た
す
ら
に
先
帝
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
国
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
表
明
す

る
。こ

の
「
後
出
師
表
」
は
、『
三
国
志
』
の
本
伝
に
は
引
用
さ
れ
ず
、
注
に
引
用
さ
れ
る
『
漢

晋
春
秋
』
の
中
に
出
て
く
る
。
『
漢
晋
春
秋
』
に
は
、
「
後
出
師
表
」
の
後
に
、
「
諸
葛
亮
の

本
集
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
張
儼
の
『
黙
記
』
に
見
え
る
」
と
あ
る
。
偽
作
と
す
る
説

も
あ
る
が
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
・
『
続
文
章
軌
範
』
等
に
は
諸
葛
亮
の
作
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
第
二
段
落
で
諸
葛
亮
が
魏
を
攻
め
る
べ
き
六
つ
の
理
由
を
述
べ
る
が
、

そ
の
二
番
目
の
理
由
の
箇
所
（
②
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
中
世
禅

林
で
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
確
認
し
、そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
解
釈

中
世
禅
林
で
は
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
講
義
活
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
講
釈

が
抄
物
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
、
現
在
で
も
多
く
の
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
抄
が
存
在
す
る
。

以
下
、
各
『
古
文
真
宝
後
集
』
抄
に
お
け
る
問
題
箇
所
（
②
）
の
抄
文
を
取
り
上
げ
て
検
討

を
加
え
る
。

笑
雲
清
三
が
編
集
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
（
以
下
『
笑
雲
抄
』
と
略
称
）
は
、
万
里
集
九

・
桂
林
徳
昌
・
一
元
光
演
・
湖
月
信
鏡
の
抄
を
編
集
し
、
そ
れ
に
自
身
の
抄
を
加
え
た
抄
物

で
あ
る
。
問
題
箇
所
で
あ
る
第
二
段
落
の
②
番
目
の
理
由
箇
所
に
つ
い
て
、
万
里
集
九
（
一

①
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太
田

亨

四
二
八
～
？
）
は
、
劉
繇
・
王
朗
が
孫
策
に
併
呑
さ
れ
る
ま
で
の
事
象
と
各
自
の
伝
記
を
引

用
し
て
い
る
。
桂
林
徳
昌
（
一
四
二
八
～
？
）
は
、
②
の
冒
頭
の
「
劉
繇
・
王
朗
～
衆
難
塞

胸
」
箇
所
に
つ
い
て
、『
文
選
句
解
』
な
る
注
釈
書
（
筆
者
未
見
）
の
注
を
引
用
す
る
。

松
云
、
文
選
句
解
云
、
孔
明
因
劉
繇
・
王
朗
之
言
、
疑
難
填
塞
於
胸
中
也
。

松
云
ふ
、
文
選
句
解
に
云
ふ
、
孔
明
劉
繇
・
王
朗
の
言
に
因
り
て
、
疑
難
胸
中
に
填
塞
す

る
な
り
、
と
。

「
松
」
は
桂
林
の
別
号
・
青
松
の
こ
と
で
あ
る
。
桂
林
は
、
注
を
考
慮
し
て
、
以
前
に
行
わ

れ
た
劉
繇
・
王
朗
の
言
（
「
論
安
言
計
、
動
引
聖
人
」
）
に
よ
っ
て
、
孔
明
の
胸
中
に
疑
難

が
満
ち
て
い
た
と
解
し
て
い
る
。
一
元
光
演
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
桂
林
徳
昌
の
『
古
文
真

宝
』
の
講
義
を
聴
き
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

一
抄
云
、
劉
繇
ハ
呉
人
ゾ
。
王
朗
ハ
魏
ノ
者
ゾ
。
是
等
ヲ
ダ
ニ
、
ケ
チ
ラ
カ
シ
タ
ラ
バ

好
キ
カ
、
何
ト
有
ル
ベ
キ
ゾ
。
出
陣
ア
レ
ト
申
セ
バ
、
群
臣
ド
モ
ガ
尭
舜
ノ
代
ニ
ハ
戦

ハ
ズ
ナ
ン
ド
ト
云
フ
事
ヲ
引
イ
テ
云
フ
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
群
疑
ゾ
。

一
元
は
、
劉
繇
・
王
朗
を
追
い
散
ら
せ
ば
よ
い
の
だ
が
、
出
陣
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
群
臣
が

尭
舜
の
時
代
に
戦
う
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
多
く
の
疑
い
が
満
ち

た
と
す
る
。
一
方
で
、
湖
月
信
鏡
（
？
～
一
五
三
五
）
は
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

湖
云
、
劉
繇
・
王
朗
ハ
共
ニ
名
大
将
ゾ
。
コ
レ
ハ
三
国
ノ
戦
ヨ
リ
遥
ニ
先
ノ
者
ゾ
。
随

分
ノ
者
デ
有
ツ
タ
レ
ド
モ
、
聖
人
ヲ
引
イ
テ
安
安
ト
云
ウ
テ
居
テ
有
ツ
タ
ホ
ド
ニ
、
ソ

レ
デ
ハ
誠
シ
ウ
モ
ナ
ウ
、
亮
ガ
思
テ
、
衆
難
ガ
胸
ニ
塞
イ
デ
有
ツ
タ
ゾ
。

湖
月
は
、
劉
繇
・
王
朗
が
名
を
馳
せ
な
が
ら
も
聖
人
の
話
を
持
ち
出
し
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い

た
の
を
、
諸
葛
亮
は
誠
実
ら
し
く
な
い
と
思
い
、
そ
の
胸
中
に
疑
い
が
充
満
し
た
と
解
し
て

い
る
。
以
下
の
「
今
歳
不
戦
～
未
解
二
也
」
箇
所
に
お
い
て
、
両
者
は
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

一
抄
云
、
何
ト
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ウ
ゾ
ト
疑
議
シ
テ
、
今
歳
モ
戦
ハ
ズ
、
又
明
年
モ
征
セ
ヌ

ホ
ド
ニ
、
次
第
ニ
敵
ハ
大
ニ
成
ル
ゾ
。

湖
云
、
今
歳
モ
、
明
シ
ヨ
モ
、
弓
矢
ヲ
取
リ
モ
セ
イ
デ
、
易
易
ト
云
ウ
テ
居
テ
、
孫
策

ヲ
バ
大
ニ
成
ツ
テ
、
遂
ニ
江
東
ヲ
バ
并
セ
テ
孫
策
ガ
身
方
ニ
ナ
サ
レ
テ
有
ル
ゾ
。
劉
繇

・
王
朗
ホ
ド
ノ
者
サ
ヘ
此
ノ
如
ク
、
孫
策
ニ
マ
ゲ
タ
ニ
、
況
ン
ヤ
今
ソ
レ
程
モ
無
ク
テ

居
テ
、
弓
矢
ヲ
モ
取
ラ
ズ
バ
ナ
ン
デ
モ
無
イ
事
ゾ
。

一
元
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
迷
っ
て
、
今
年
も
戦
わ
ず
、
来
年
も
征
伐
し
な
い
う
ち
に
、

次
第
に
敵
が
強
大
に
成
る
と
解
し
、
湖
月
は
劉
繇
・
王
朗
が
今
年
も
明
年
も
何
や
か
や
と
理

由
を
付
け
て
戦
い
を
せ
ず
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
内
に
孫
策
が
強
大
に
成
り
、
遂
に
江
東
を

併
呑
し
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
今
そ
れ
ほ
ど
で
も
無
い
蜀
軍
が
弓
矢
を
も
取
ら
な

け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
解
し
て
い
る
。

一
元
と
湖
月
は
、
桂
林
の
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
一
元
は
諸
葛
亮
が
直
接
に
劉
繇
・

王
朗
を
討
伐
し
よ
う
と
す
る
と
解
し
て
い
る
の
に
対
し
、
湖
月
は
諸
葛
亮
が
過
去
に
起
き
た

劉
繇
・
王
朗
の
行
為
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
劉
繇
が
既
に

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
湖
月
の
解
釈
の
方
が
妥
当
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、

「
群
疑
」
「
衆
難
」
の
主
語
を
諸
葛
亮
と
し
た
場
合
で
あ
る
。

鸞
岡
省
佐
（
？
～
一
五
二
三
）
は
、
は
じ
め
鸞
崗
瑞
佐
と
い
う
。
別
に
「
東
樵
」
と
号
す

る
。
『
古
文
真
宝
不
審
』
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
で
は
、
正
徳
七
年
（
一
五
一
二
）
六
月
二

日
、
彼
地
に
渡
っ
て
明
人
・
祝
允
明
に
②
番
目
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
②

（
日
本
僧
東
樵
）
後
出
師
表
、
余
見
之
、
似
脱
落
二
句
。
余
向
我
地
之
学
者
、
雖
説
之
、

或
有
不
信
之
者
也
。
此
劉
繇
・
王
朗
以
下
至
遂
并
江
東
、
共
是
後
漢
建
安
初
事
、
在
孔

明
未
出
之
前
也
。
孫
策
死
、
在
建
安
五
年
、
孔
明
出
南
陽
、
在
建
安
十
二
年
。
然
則
劉

繇
・
王
朗
・
孫
策
事
、
何
預
孔
明
身
上
哉
。
此
注
只
似
錯
了
。
前
後
引
高
祖
曹
操
事
、

而
其
下
有
孔
明
私
剖
判
語
、
則
并
江
東
之
下
、
亦
可
有
二
句
之
比
判
。
此
文
無
之
、
蓋

板
刻
脱
落
、
古
来
将
錯
就
錯
歟
。

（
明
人
答
）
出
師
表
中
皆
引
前
事
、
而
以
当
時
己
之
事
勢
較
之
、
以
判
為
也
。
劉
繇
・

王
朗
一
節
、
遂
并
江
東
之
下
、
當
再
有
二
句
、
此
乃
脱
落
耳
。
誠
好
。
高
見
不
必
更
疑
。
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈

（
日
本
僧
東
樵
）
後
出
師
表
、
余

之
を
見
る
に
、
二
句
を
脱
落
す
る
が
似
し
。
余

我
が

ご
と

地
の
学
者
に
向
ひ
、
之
を
説
く
と
雖
も
、
或
ひ
は
之
を
信
ぜ
ざ
る
者
有
り
。
此
れ
「
劉
繇

・
王
朗
」
以
下
、
「
遂
に
江
東
を
并
せ
し
め
ん
」
に
至
る
は
、
共
に
是
れ
後
漢
の
建
安
初

あ
は

の
事
に
し
て
、
孔
明
の
未
だ
出
で
ざ
る
の
前
に
在
る
な
り
。
孫
策
の
死
は
、
建
安
五
年
に

在
り
、
孔
明
の
南
陽
に
出
づ
る
は
、
建
安
十
二
年
に
在
り
。
然
れ
ば
則
ち
劉
繇
・
王
朗
・

孫
策
の
事
は
、
何
ぞ
孔
明
の
身
上
に
預
か
ら
ん
や
。
此
の
注
は
只
だ
錯
了
す
る
が
似
し
。

あ
づ

前
後
に
高
祖
・
曹
操
の
事
を
引
き
、
而
し
て
其
の
下
に
孔
明
の
私
か
に
剖
判
す
る
語
有
れ

ひ
そ

ば
、
則
ち
「
江
東
を
并
せ
し
め
ん
」
の
下
に
、
亦
た
二
句
の
比
判
有
る
べ
し
。
此
の
文
に

之
無
き
は
、
蓋
し
板
刻
の
脱
落
に
し
て
、
古
来
よ
り
錯
を
将
て
錯
に
就
く
か
、
と
。

も
つ

（
明
人
答
）
出
師
表
中
に
皆
な
前
の
事
を
引
き
、
而
し
て
当
時
の
己
の
事
勢
を
以
て
之
を

較
べ
、
以
て
判
為
す
る
な
り
。
劉
繇
・
王
朗
の
一
節
、
「
遂
に
江
東
を
并
せ
し
め
ん
」
の

下
に
、
當
に
再
び
二
句
有
る
べ
く
、
此
れ
乃
ち
脱
落
す
る
の
み
。
誠
に
好
し
。
高
見
に
し

て
必
ず
し
も
更
に
疑
は
ず
、
と
。

鸞
岡
は
②
番
目
の
理
由
の
中
で
二
句
の
脱
落
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
劉
繇

・
王
朗
の
こ
と
は
後
漢
の
建
安
初
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、
諸
葛
亮
が
表
舞
台
に
出
る

前
で
あ
る
。
孫
策
の
死
が
建
安
五
年
（
二
〇
〇
）
で
あ
り
、
諸
葛
亮
が
三
顧
の
礼
を
以
て
劉

備
に
迎
え
ら
れ
て
、
南
陽
に
出
る
の
が
建
安
十
二
年
（
二
〇
七
）
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
劉
繇

・
王
朗
・
孫
策
の
こ
と
は
諸
葛
亮
の
身
の
上
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
こ
こ
に
「
劉
繇
、
字

正
礼
。
據
曲
阿
王
。
王
朗
、
字
景
興
。
守
魏
郡
。
」（
劉
繇
、
字
は
正
礼
。
曲
阿
王
に
據
る
。

王
朗
、
字
は
景
興
。
魏
郡
を
守
る
。
）
と
あ
る
注
は
た
だ
誤
ら
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
劉
繇
・

王
朗
の
段
の
前
に
①
番
目
の
理
由
で
は
高
祖
・
劉
邦
の
こ
と
が
、
後
の
③
番
目
の
理
由
で
は

曹
操
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
①
の
劉
邦
に
は
事
跡
の
説
明
の
後
に
「
今
陛
下
」
か
ら

「
坐
定
天
下
」
ま
で
、
③
の
曹
操
に
は
事
跡
の
説
明
の
後
に
「
況
臣
才
弱
」
か
ら
「
而
定
之
」

ま
で
、
い
ず
れ
も
二
人
の
事
跡
に
対
す
る
諸
葛
亮
の
考
え
（
剖
判
語
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
鸞
岡
は
、
問
題
と
な
る
②
の
「
遂
幷
江
東
」
の
後
に
、
劉
繇
・
王
朗
に
対
す

る
諸
葛
亮
の
批
判
が
二
句
あ
る
は
ず
だ
と
し
、
こ
の
二
句
が
な
い
の
は
板
刻
の
誤
り
で
あ
っ

て
、
古
来
、
誤
り
に
誤
り
を
重
ね
て
い
る
と
意
見
す
る
。

こ
の
鸞
岡
の
意
見
に
対
し
て
、
明
人
・
祝
先
生
は
、
「
出
師
表
」
の
中
で
諸
葛
亮
は
、
み

な
そ
れ
以
前
の
出
来
事
を
引
用
し
、
当
時
の
自
身
の
状
況
と
比
較
し
て
そ
の
行
為
を
判
断
し

て
い
る
。
劉
繇
・
王
朗
の
一
段
で
は
、
「
遂
幷
江
東
」
の
後
に
二
句
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
脱

落
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
鸞
岡
の
意
見
は
更
に
疑
い
よ
う
の
な
い
立
派
な
も
の
で
あ
る
、

と
称
揚
し
て
い
る
。

東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
十
冊
本
（
以
下
『
東
洋
十
冊
本
』
と
略

称
）
は
、
天
隠
龍
澤
・
月
舟
寿
桂
・
彭
叔
守
仙
等
の
抄
を
集
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
問
題

と
な
る
箇
所
に
は
月
舟
の
抄
と
彭
叔
の
抄
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
月
舟
（
一
四

七
〇
～
一
五
三
三
）
の
抄
を
見
て
み
る
。
月
舟
は
、
別
号
を
「
幻
雲
」
と
言
う
。
ま
ず
「
劉

繇
・
王
朗
」
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
を
引
用
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

劉
繇
・
王
朗
皆
所
孫
策
破
乎
。
此
一
段
言
呉
劉
繇
・
魏
王
朗
曾
不
戦
、
而
使
孫
策
并
江

東
。
蓋
引
呉
・
魏
弊
、
責
不
戦
、
以
欲
出
師
也
。
又
今
歳
不
戦
、
則
明
年
亦
不
可
征
之

義
非
也
。
今
歳
亦
不
戦
、
明
年
亦
不
征
、
深
責
劉
・
王
也
。
或
曰
、
并
江
東
以
下
、
恐

有
闕
文
乎
。
幻
謂
、
上
段
欲
以
長
策
取
勝
坐
定
天
下
、
此
臣
之
未
解
之
語
勢
及
茲
乎
。

劉
繇
・
王
朗
皆
な
孫
策
に
破
ら
る
か
。
此
の
一
段
呉
の
劉
繇
・
魏
の
王
朗
曾
て
戦
は
ず
、

而
し
て
孫
策
を
し
て
江
東
を
并
せ
し
む
を
言
ふ
。
蓋
し
呉
・
魏
の
弊
る
る
を
引
き
、
戦
は

ざ
る
を
責
め
、
以
て
師
を
出
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
又
た
今
歳
戦
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
明
年

も
亦
た
征
く
べ
か
ら
ざ
る
の
義
は
非
な
り
。
今
歳
も
亦
た
戦
は
ず
、
明
年
も
亦
た
征
か
ざ

れ
ば
、
深
く
劉
・
王
を
責
む
る
な
り
。
或
は
曰
く
、
江
東
を
并
せ
し
む
以
下
に
、
恐
ら
く

は
闕
文
有
る
か
、
と
。
幻
謂
へ
ら
く
、
上
段
の
長
策
を
以
て
勝
を
取
り
、
坐
し
て
天
下
を

定
め
ん
と
欲
す
、
此
れ
臣
の
未
だ
解
せ
ざ
る
の
語
勢
茲
に
及
ぶ
か
、
と
。

②
番
目
の
理
由
と
し
て
、
劉
繇
・
王
朗
が
戦
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
孫
策
に
江
東
を
併
呑
さ
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太
田

亨

れ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
い
ま
呉
と
魏
が
疲
弊
し
て
い
る
の
に
戦
わ
な
い
の
を
責
め
、
蜀
の

軍
隊
を
繰
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
年
戦
わ
な
け
れ
ば
来
年
も
征
伐
す
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
解
は
誤
り
で
あ
り
、
今
年
も
戦
わ
ず
、
来
年
も
征
伐
し
な
か
っ
た
劉
繇
・
王

朗
を
深
く
責
め
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
鸞
岡
と
同
様
に
「
江
東
を
并
せ
し
め
ん
」

と
す
る
文
章
の
後
に
、
脱
文
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
月
舟
は
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
、
①
番
目
の
理
由
に
お
け
る
「
優
れ
た
策
略
で
勝
利
を
収
め
、
座
っ
た
ま
ま
何
も

せ
ず
に
天
下
を
安
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
理
解
で
き
な
い
」
と
す
る
孔
明
の
意
見
・
感

懐
を
こ
こ
に
も
当
て
は
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

月
舟
は
「
劉
繇
・
王
朗
～
衆
難
塞
胸
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

幻
、
群
疑
満
腹
、
文
選
句
解
云
、
孔
明
因
王
朗
・
劉
繇
之
言
、
疑
難
填
塞
於
胸
中
也
。

幻
謂
、
句
解
非
也
。
劉
繇
・
王
朗
招
疑
難
不
戦
也
。
或
魏
主
為
王
・
劉
發
疑
難
也
。
前

義
可
也
。

幻
、
群
疑
満
腹
、
文
選
句
解
に
云
ふ
、
孔
明
王
朗
・
劉
繇
の
言
に
因
り
て
、
疑
難
胸
中
に

填
塞
す
る
な
り
、
と
。
幻
謂
ふ
、
句
解
は
非
な
り
。
劉
繇
・
王
朗
疑
難
を
招
き
て
戦
は
ざ

る
な
り
。
或
は
魏
主
王
・
劉
が
為
に
疑
難
を
發
す
る
な
り
。
前
義
可
な
り
、
と
。

月
舟
は
、
『
文
選
句
解
』
に
引
か
れ
る
孔
明
の
胸
中
に
疑
い
が
満
ち
た
と
す
る
注
釈
を
否
定

し
、
劉
繇
・
王
朗
が
疑
い
難
じ
て
戦
わ
な
か
っ
た
と
す
る
解
釈
を
是
と
し
て
い
る
。

彭
叔
守
仙
（
一
四
九
〇
～
一
五
五
五
）
は
別
号
を
瓢
庵
と
言
い
、
自
ら
が
抄
し
た
『
古
文

真
宝
後
集
』
が
版
本
と
し
て
広
く
流
布
し
た
。
版
本
の
抄
よ
り
『
東
洋
十
冊
本
』
に
引
用
さ

③

れ
る
抄
の
方
が
詳
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
『
東
洋
十
冊
本
』
の
彭
叔
抄
を
取
り
上
げ
る
。

今
歳
云
々
。
今
年
戦
闘
ヲ
不
レ

加
、
明
年
亦
不
二

征
伐
一

、
故
ニ
孫
策
ヲ
坐
ラ
、
強
大
ニ

ヘ

致
シ
テ
、
遂
ニ
江
東
ヲ
并
ス
ル
ハ
、
孔
明
カ
サ
ト
ラ
サ
ル
二
也
。
江
東
ハ
長
江
以
東
ヲ

有
ス
ル
呉
越
ノ
コ
ト
ソ
。
大
全
注
云
、
孔
明
因
劉
繇
・
王
朗
之
言
、
疑
難
填
塞
於
胸
腹

之
間
。
以
上
ノ
解
、
以
二

大
全
ノ
義
一

釈
レ

之
。
又
義
ニ
ハ
、
孫
策
ハ
建
安
五
年
ニ
廿
六

ヲ

ノ
年
ニ
死
ス
。
見
二

于
三
国
志
一

。
群
疑
満
腹
、
衆
難
塞
胸
ヲ
、
孔
明
カ
事
ニ
ス
ル
ハ
非

ニ

也
。
群
疑
云
々
。
衆
難
云
々
。
劉
繇
・
王
朗
カ
事
ナ
ル
ヘ
シ
。
其
故
ハ
、
孫
策
ハ
建
安

五
年
ニ
死
ス
。
孔
明
ハ
建
安
十
二
年
ニ
蜀
ノ
先
主
ニ

見

。
コ
コ
ノ
心
ハ
劉
繇
・
王
朗

マ
ミ
ユ

カ
孫
策
ヲ
手
ノ
ハ
シ
メ
ニ
シ
テ
、
ヲ
ウ
キ
ウ
ナ
イ
タ
コ
ト
ヲ
證
ニ
引
ソ
。
并
二

江
東
一

、
ニ

ト
云
下
ニ
一
聯
ノ
句
カ
落
タ
ケ
ナ
ソ
。
文
勢
前
後
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
、
一
定
落
タ
者
チ
ヤ

ソ
。
前
後
ト
モ
ニ
前
ノ
コ
ト
ヲ
證
ニ
引
テ
、
其
下
ニ
着
語
ア
リ
。
コ
コ
モ
着
語
ア
ル
ヘ

キ
カ
、
落
タ
ケ
ナ
ソ
。

彭
叔
は
そ
れ
ま
で
の
禅
僧
の
解
釈
を
検
討
し
、
妥
当
と
す
る
解
釈
を
継
承
す
る
。
ま
ず
は
、

『
大
全
』
や
『
文
選
句
解
』
に
引
用
さ
れ
る
注
に
つ
い
て
、
孔
明
の
胸
中
が
疑
い
に
満
ち
た

の
で
は
な
く
、
劉
繇
・
王
朗
の
胸
中
が
疑
い
に
満
ち
た
と
し
、
そ
れ
を
原
文
に
当
て
は
め
る

べ
き
だ
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
月
舟
の
解
釈
と
同
様
で
あ
る
。
次
い
で
、
「
遂
并
江

東
」
の
後
に
着
語
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
脱
落
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
こ
の
解
釈

は
鸞
岡
の
解
釈
を
継
承
す
る
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
全
十
六
冊
（
以
下
『
東
大

十
六
冊
本
』
と
略
称
）
は
、
月
渓
聖
澄
（
一
五
三
六
～
一
六
一
五
）
が
仁
如
集
堯
の
講
義
を

聞
き
、
他
の
抄
を
含
め
て
編
集
し
た
抄
物
で
あ
る
。
「
劉
繇
・
王
朗
～
衆
難
塞
胸
」
に
つ
い

て
、
月
渓
は
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

言
ハ
、
前
代
ノ
劉
繇
ハ
拠
二

楊
州
一

、
王
朗
ハ
拠
二

魏
郡
一

イ
テ
、
ナ
マ
ジ
イ
ニ
論
レ

可
レ

リ

ニ

リ

ニ

シ
テ

安
レ

國
、
ソ
ノ
言
レ

計

ド
モ
、

動

、
古
ノ
聖
人
ハ
、
如
レ

此
ニ
、
計
ヲ
セ
ラ
レ
タ

ン
ス

ヲ

イ
ヘ

コ
ト
ヲ
ハ

ヤ
ヤ
モ
ス
レ
ハ

ク

ノ

ナ
ド
ト
云
テ
、
昔
ノ
聖
人
ノ
年
ヲ
引
キ
コ
ト
ニ
シ
テ
、
ド
ノ
聖
人
ハ
ト
シ
タ
カ
ク
シ
タ

ト
引
キ
コ
ト
ヲ
云
ホ
ト
ニ
、
ド
チ
ヘ
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ウ
ズ
ル
ゾ
ト
思
案
ス
ル
ニ
依
テ
、
疑

ノ
心
ガ
ヲ
コ
リ
、
是
ハ
難
義
ナ
年
カ
ナ
ト
思
ホ
ド
ニ
、
此
ノ
二
人
、
群
疑
満
レ

腹
、
衆

チ

難
塞
レ

胸
、
キ
リ
キ
リ
ト
武
者
ヅ
カ
イ
ヲ
エ
セ
ナ
ン
デ
ア
ル
ゾ
。
群
ハ
輩
也
。
従
羊
君
。

テ

ニ

徐
曰
、
羊
性
好
群
居
也
。
史
記
周
紀
獣
三
曰
群
、
又
隊
也
。
衆
也
。
聚
也
。
コ
コ
ハ

群
ム
ラ
カ
ル
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈

ハ
衆
ト
聚
ト
ノ
義
也
。
イ
カ
ホ
ド
モ
イ
ロ
イ
ロ
ノ
疑
ガ
ア
ル
ヲ
群
疑
ト
云
ソ
。
衆
難
ノ

衆
ハ
多
也
。
多
難
ト
云
心
也
。

二
番
目
の
理
由
の
概
要
を
説
明
し
、
そ
の
際
に
「
疑
難
」
を
劉
繇
・
王
朗
の
も
の
と
解
し
て

い
る
。
次
い
で
「
今
歳
不
戦
～
未
解
二
也
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

今
歳
―
、
劉
繇
・
王
朗
ノ
二
人
、
古
ノ
聖
人
ヲ
引
テ
、
ナ
ン
ト
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ウ
ズ
ル
ゾ

ト
、
イ
ロ
イ
ロ
ノ
疑
ノ
心
ガ
腹
中
ニ
一
盃
満
テ
ア
ル
処
デ
、
ス
ナ
ハ
チ
難
義
ニ
思
フ
ホ

ド
ニ
、
一
盃
胸
中
ガ
フ
サ
ガ
ツ
テ
ア
ツ
テ
、
運
二

長
策
一

、
ベ
ン
ベ
ン
ト
シ
テ
イ
ル
ホ
ド

シ
テ

ヲ

ニ
、
今
年
モ
不
レ

加
二

闘
戦
一

、
明
年
ニ
ナ
レ
ド
モ
亦
不
二

征
伐
一

シ
テ
、
ユ
ル
ユ
ル
ト
呉

ヘ

ヲ

ス

セ

ノ
孫
策
ヲ
手
ノ
バ
シ
ニ
シ
テ
ヲ
イ
タ
処
デ
、
孫
策
ヲ
坐
カ
ラ
強
大
ニ
ナ
イ
テ
、
并
二テ

江
東
一

、
ト
ラ
レ
タ
コ
ト
ハ
、
此
ノ
二
人
ノ
不
レ

出
レ

師
シ
テ
、
ベ
ン
ベ
ン
ト
運
二

長
策
一

、

呉
越
也

ヲ

ヲ

シ
テ

ヲ

勝

シ
タ
間
ニ
、
コ
ギ
リ
メ
ニ
孫
策
ガ
タ
チ
マ
ワ
ツ
タ
故
ニ
、
江
東
ヲ
并
テ
坐
ラ
手
間

カ
タ
ン
ト

テ

マ

イ
ラ
ズ
、
ト
ツ
タ
コ
ト
ハ
、
此
ノ
二
人
ノ
長
イ
カ
ラ
ト
ラ
レ
タ
コ
ト
ゾ
。
此
ノ
長
策
ヲ

追
思
ス
ル
ニ
、
臣
孔
明
ガ
未
レ

解

二
也
。
前
後
ノ
句
ヲ
ミ
ル
ニ
、
前
ノ
年
ヲ
一
ツ
證
拠

サ
ト
ラ

ニ
ヒ
イ
テ
、
其
ノ
下
ニ
着
語
ガ
ア
ル
ガ
、
コ
コ
モ
江
東
ノ
下
ニ
一
聯
着
語
ガ
ア
ル
ベ
キ

コ
ト
ヂ
ヤ
カ
、
落
タ
ゲ
ナ
ト
前
前
ヨ
リ
ノ
評
ソ
。
コ
コ
ハ
二
人
ガ
手
ノ
バ
シ
ニ
シ
テ
、

テ

ア
ゲ
ク
ニ
孫
策
ヲ
ヲ
ウ
キ
ウ
ナ
イ
テ
、
二
人
ガ
國
マ
デ
ト
ラ
レ
タ
ト
云
證
拠
ヲ
引
也
。

サ
ル
ホ
ド
ニ
間
モ
ナ
ウ
出
レ

師
、
戦
ハ
イ
デ
ハ
也
。
江
東
ハ
呉
越
ノ
コ
ト
也
。

マ

テ

ヲ

こ
こ
で
も
、
劉
繇
・
王
朗
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
内
に
孫
策
に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
解
釈
は
変
わ
ら
な
い
。
が
、
孫
策
が
乗
っ
取
っ
た
状
況
に
つ
い
て
、
①
番
目
の
理
由
を

述
べ
る
箇
所
に
お
け
る
「
優
れ
た
策
略
で
座
っ
た
ま
ま
何
も
せ
ず
に
天
下
を
安
定
し
よ
う
」

と
す
る
孔
明
の
感
懐
を
当
て
は
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
月
舟
の
解
釈
の
影
響
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
「
遂
并
江
東
」
の
後
に
着
語
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
脱
落
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
す
る
鸞
岡
・
彭
叔
の
解
釈
も
継
承
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
後
出
師
表
」
第
二
段
落
の
②
番
目
の
理
由
箇
所
に
つ
い
て
、
禅
林
で
は

大
き
く
二
点
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

Ⅰ
「
群
疑
」
や
「
衆
難
」
の
主
語
が
孔
明
で
あ
る
か
、
劉
繇
・
王
朗
で
あ
る
か
と
い
う
点
。

Ⅱ
「
遂
并
江
東
」
の
後
に
、
作
者
で
あ
る
孔
明
の
意
見
・
感
懐
の
句
の
脱
落
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
点
。

Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
『
文
選
句
解
』
や
『
古
文
大
全
注
』
の
注
に
拠
っ
た
場
合
、
孔
明
が
主
語

と
解
さ
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
禅
僧
は
そ
の
注
を
誤
り
と
し
て
劉
繇
・
王
朗
を
主
語
と
し
て

解
し
て
い
る
。
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
鸞
岡
省
佐
が
脱
落
句
の
存
在
に
つ
い
て
気
付
き
、
わ
ざ
わ

ざ
中
国
の
祝
允
明
ま
で
訪
ね
て
お
墨
付
き
を
得
て
い
る
。
そ
の
後
、
月
舟
寿
桂
・
彭
叔
守
仙

・
仁
如
集
堯
・
月
渓
聖
澄
等
が
鸞
岡
の
解
釈
を
継
承
し
て
い
る
。
Ⅱ
の
解
釈
こ
そ
は
禅
僧
独

自
の
解
釈
と
言
え
よ
う
。

二
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
解
釈
史
上
の
意
義

中
世
禅
林
で
行
わ
れ
た
「
後
出
師
表
」
第
二
段
落
の
②
番
目
の
理
由
箇
所
中
の
脱
落
句
に

関
す
る
論
議
は
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
受
容
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
ろ

う
か
。
中
国
に
お
け
る
解
釈
を
確
認
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

明
の
楊
時
偉
が
編
し
た
『
諸
葛
忠
武
書
』
巻
六
に
は
、
「
後
出
師
表
」
を
所
収
し
た
後
、

王
士
騏
の
評
を
引
用
す
る
。

王
士
騏
曰
、
臣
之
未
解
二
、
似
借
影
而
少
照
應
先
後
文
勢
、
倶
不
如
此
。
此
下
定
有
一

轉
似
以
劉
繇
王
朗
自
譬
、
而
以
孫
策
譬
曹
丕
。
然
千
餘
年
來
、
未
經
拈
出
、
小
子
騏
亦

何
敢
自
信
。
一
日
過
庭
、
敬
質
於
先
司
冦
。
司
冦
沈
吟
久
之
曰
、
汝
言
亦
似
有
理
。
此

本
出
於
張
儼
黙
記
。
容
有
脱
誤
耳
。

王
士
騏
曰
く
、
臣
の
未
だ
解
せ
ざ
る
の
二
、
影
を
借
り
て
少
し
く
先
後
の
文
勢
と
照
應
す
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亨

れ
ば
、
倶
に
此
の
如
か
ら
ざ
る
が
似
し
。
此
れ
下
に
定
め
て
一
轉
し
て
劉
繇
・
王
朗
を
以

て
自
ら
譬
へ
、
而
し
て
孫
策
を
以
て
曹
丕
に
譬
ふ
る
が
似
き
こ
と
有
ら
ん
。
然
れ
ど
も
千

ご
と

餘
年
來
、
未
だ
拈
出
す
る
こ
と
を
経
ざ
れ
ば
、
小
子
騏
も
亦
た
何
ぞ
敢
へ
て

自

ら
信
ぜ

み
づ
か

ん
。
一
日
庭
を
過
ぐ
る
に
、
敬
し
て
先
の
司
冦
に
質
す
。
司
冦
沈
吟
し
て
之
を
久
し
く
し

て
曰
く
、
汝
が
言
も
亦
た
理
有
る
が
似
し
。
此
れ
本
張
儼
の
黙
記
よ
り
出
づ
。
容
る
る
に

い

脱
誤
有
る
の
み
、
と
。

王
士
騏
（
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
江
南
郷
試
解
元
、
十
七
年
進
士
）
は
、
②
番
目
の
理
由

の
箇
所
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
注
目
し
て
前
後
の
文
勢
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
前
後
の

文
勢
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
②
番
目
の
理
由
の
内
容
の
最
後
に
、
そ
れ
ま
で

の
話
を
一
転
さ
せ
、
劉
繇
・
王
朗
を
孔
明
自
ら
に
譬
え
、
孫
策
を
曹
丕
に
譬
え
る
よ
う
な
話

が
あ
る
は
ず
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
千
年
以
上
も
捻
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
解
釈
で
あ
る
た

め
、
自
信
が
持
て
ず
、
あ
る
日
司
冦
（
官
職
名
）
な
る
人
に
そ
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
そ
の
人

は
し
ば
ら
く
考
え
た
後
、
王
士
騏
の
発
言
に
理
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
「
後
出
師
表
」
が
も

と
は
張
儼
の
『
黙
記
』
か
ら
取
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
入
れ
る
時
に
脱
落
が
あ
っ
た
だ
け
の
こ

と
だ
と
答
え
て
い
る
。

清
の
何
焯
（
一
六
六
一
～
一
七
七
二
）
は
、
『
義
門
讀
書
記
』
巻
二
十
七
で
、
『
三
国
志
』

の
注
に
引
用
さ
れ
る
『
漢
晋
春
秋
』
の
中
の
「
後
出
師
表
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

注
、
漢
晉
春
秋
、
使
孫
策
坐
大
、
遂
并
江
東
。
按
、
下
有
脱
文
、
當
是
指
斥
孫
権
之
語
。

呉
臣
諱
而
削
之
。

注
、
漢
晉
春
秋
に
、
孫
策
を
し
て
坐
し
て
大
に
、
遂
に
江
東
を
并
せ
し
め
ん
、
と
。
按
ず

る
に
、
下
に
脱
文
有
り
、
當
に
是
れ
孫
権
を
指
斥
す
る
の
語
な
る
べ
し
。
呉
の
臣
諱
み
て

い

之
を
削
る
。

何
焯
も
二
番
目
の
理
由
の
箇
所
に
脱
文
が
あ
る
と
指
摘
し
、
き
っ
と
孫
権
の
こ
と
を
排
斥
す

る
語
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
す
る
。
脱
落
の
理
由
と
し
て
、
呉
の
臣
下
が
そ
れ
を
嫌
っ
て
削
っ

た
た
め
だ
と
す
る
。

管
見
に
入
る
限
り
で
は
、
中
国
に
お
い
て
脱
落
に
気
付
い
た
の
は
王
士
騏
が
最
も
早
い
と

思
わ
れ
る
。
王
士
騏
自
身
も
そ
れ
ま
で
千
年
以
上
気
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

自
負
心
を
抱
き
な
が
ら
も
自
信
を
持
て
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
遡
る
こ
と
半
世

紀
以
前
に
、
す
で
に
日
本
僧
の
鸞
岡
省
佐
に
よ
っ
て
そ
の
解
釈
が
中
国
に
披
露
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
日
本
禅
僧
独
自
の
解
釈
こ
そ
、
特
に
傾
聴
に
値

す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め

「
後
出
師
表
」
の
脱
落
句
に
関
す
る
解
釈
は
、
日
本
中
世
禅
僧
が
創
出
し
た
貴
重
な
解
釈

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
「
秋
風
辞
」
の
注
「
三
韻
一
叶
」

「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
「
滕
王
閣
序
」
の
製
作
年
に
つ
い
て
、
日

④

⑤

本
中
世
禅
林
に
お
け
る
解
釈
を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
も
含
め
て
、
何
れ
の
場
合
も
妥
当
と

思
わ
れ
る
貴
重
な
解
釈
は
、
鸞
岡
省
佐
が
禅
林
内
で
独
自
に
創
出
し
た
解
釈
で
あ
り
、
中
国

に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鸞
岡
と
明
人
・
祝
允
明
の
問

答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
古
文
真
宝
不
審
』
は
、
高
雅
深
奥
な
る
内
容
を
も
含
ん
だ
抄
物
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
『
古
文
真
宝
後
集
』
に
関
し
、
中
世
禅
僧
が
残
し
た
抄
物
の
量
は
膨
大
で

あ
る
。
こ
れ
ら
先
学
が
残
し
た
結
晶
に
対
し
、
も
っ
と
光
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

【
注
】

①
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』（
漢
文
叢
書
第
十
二
冊

博
文
館

一
九
一
四
）
等
参
照
。

②
拙
稿
「
鸞
岡
省
佐
『
古
文
真
宝
不
審
』
に
つ
い
て
―
翻
刻
と
本
文
解
説
―
」
（
『
愛
媛
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
第
五
〇
巻

二
〇
一
二
）
参
照
。
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈

③
柳
田
征
司
氏
「
抄
物
目
録
稿(

原
典
漢
籍
集
類
の
部
）
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一

三
号

二
〇
〇
三
年
）
に
は
、
「
文
英
清
韓
カ
」
と
す
る
が
、
私
見
に
拠
れ
ば
彭
叔
守
仙

の
抄
と
し
て
誤
ら
な
い
。

④
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
―
「
秋
風
辞
」
注
の
「
三

韻
一
叶
」
「
六
韻
一
叶
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
一
巻

二
〇
一
四
）

⑤
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
解
釈
―
「
滕
王
閣
序
」
の
制
作
年
に
着

目
し
て
―
」
（
『
中
国
古
典
文
学
研
究
』
一
二
号

二
〇
一
四
）




